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Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
は
、
県
が
平
成

十
四
年
度
に
「
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
整
備
事
業
」
と
し
て
、
沖
縄
の
各
方
面

の
情
報
を
収
集
し
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
「
ア

ー
カ
イ
ブ
」
し
た
も
の
で
す
。

「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
は
、
本
来
、「
資
料
」

「
記
録
」「
情
報
」、
ま
た
は
そ
れ
ら
の

「
保
管
所
」
の
意
味
で
す
。「
沖
縄
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
沖
縄
の
情
報
を

歴
史
、
自
然
、
美
術
工
芸
、
芸
能
、
民
俗
、

そ
の
他
の
六
つ
の
分
野
に
分
け
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
を
「
首
里
城
」
や
「
八
重
山
諸
島
」

「
焼
物
」「
漆
器
」「
組
踊
」「
祭
り
」「
海

底
遺
跡
」「
泡
盛
」
な
ど
二
十
五
の
部
門

と
し
て
分
類
し
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て

収
録
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
静
止
画
や
動
画
を

織
り
ま
ぜ
、
そ
の
歴
史
や
内
容
を
簡
単
に
、

楽
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
分
野
25
部
門
も
の
情
報

（
エ
レ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
）

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
は
、
エ
レ
メ
ン

ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
全
部
で
六
分
野
二

十
五
の
部
門
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。情

報
は
豊
富
で
す
。
沖
縄
の
歴
史
に
興

味
を
持
つ
方
は
、
琉
球
王
府
を
中
心
と
し

た
「
首
里
城
」
や
「
琉
球
王
国
」
の
ペ
ー

ジ
を
、
沖
縄
の
自
然
を
見
た
い
方
は
、
四

つ
の
地
域
ご
と
の
「
自
然
」
を
ご
覧
下
さ

い
。
美
術
工
芸
や
芸
能
の
分
野
で
は
、

「
焼
物
」「
琉
球
ガ
ラ
ス
」「
染
織
物
」「
漆

器
」「
組
踊
」「
エ
イ
サ
ー
」「
琉
球
舞
踊
」

「
芝
居
」
な
ど
我
々
に
身
近
な
文
化
が
、

美
し
い
映
像
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の

分
野
で
も
、
沖
縄
の
身
近
な
生
活
を
現
す

「
町
並
み
」「
食
文
化
」「
泡
盛
」
や
、
昨

今
脚
光
を
浴
び
る
与
那
国
の
「
海
底
遺
跡
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
を
開
け
る
と
、
改
め

て
我
が
沖
縄
の
文
化
が
華
や
か
で
多
彩
な

表
現
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し

ょ
う
。

Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
の
玄
関
口

（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
）

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
の
玄
関
口
で
あ

る
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
」

は
、
二
十
五
部
門
の
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
楽
し
い
方
法
で
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま

す
。そ

の
方
法
は
全
部
で
三
つ
で
す
。
幻
想

的
な
宇
宙
の
シ
ー
ン
か
ら
、
各
部
門
の
情

報
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
星
雲
の
星
々
に
見

た
て
、
み
な
さ
ん
の
参
加
（
ア
ク
セ
ス
）

に
よ
り
星
雲
が
動
き
を
変
え
る
も
の
、
地

球
を
回
る
衛
星
か
ら
地
球
の
あ
る
地
域

（
見
た
い
部
門
の
情
報
）
へ
高
速
で
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の
な
ど
、
自
分

の
見
た
い
情
報
を
調
べ
る
時
も
楽
し
め
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
な
た
は
い
つ
も
新

し
い
体
験
か
ら
「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」

の
世
界
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

大
規
模
展
示
用
コ
ン
テ
ン
ツ
を

見
る
に
は

こ
う
し
た
も
の
と
は
別
に
、
大
規
模
展

示
用
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
く
て
も
見
ら
れ
る

情
報
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

首
里
城
を
中
心
と
す
る
ユ
ネ
ス
コ
に
登

録
さ
れ
た
遺
産
群
を
紹
介
す
る
「
世
界
遺

産
」、
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
沖
縄
の
自
然
」、

与
那
国
島
沖
に
あ
る
「
海
底
遺
跡
」
な
ど

の
情
報
を
、
高
精
細
の
動
画
に
よ
る
美
し

い
映
像
と
五
・
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン

ド
に
よ
る
圧
倒
的
な
音
と
迫
力
で
お
見
せ

し
ま
す
。

き
め
が
細
か
く
美
し
い
映
像
と
音
声
を

直
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
専
用
の
映

像
設
備
（
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
二
・
七
メ
ー

ト
ル
と
、
三
・
七
メ
ー
ト
ル
×
二
・
〇
メ

ー
ト
ル
の
二
種
類
）
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
足
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
は
、
県
内
で
は
北
谷
町
美
浜

に
あ
る
「
美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
首
里
城
公
園
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
「
首
里

杜
館
」
で
す
。
東
京
で
は
「
銀
座
わ
し
た

シ
ョ
ッ
プ
」
に
あ
り
、
ど
ち
ら
も
自
由
に

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
を

見
る
た
め
に

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

た
り
、
専
用
設
備
で
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
の
映
像
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
博
物
館
や
美
術

館
に
わ
ざ
わ
ざ
出
向
か
な
く
て
も
居
な
が

ら
に
し
て
、
多
く
の
情
報
を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
博
物
館
や
美
術
館
、
そ
の
地
を
訪

ね
、
経
験
し
、
実
物
を
堪
能
す
る
際
の
事

前
知
識
と
し
て
「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」

を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
沖
縄
の

歴
史
や
文
化
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
子
供

達
が
郷
土
の
自
然
を
大
切
に
思
う
心
を
育

て
る
こ
と
が
、
沖
縄
の
か
け
が
い
の
な
い

財
産
を
伝
承
す
る
こ
と
に
繋
が
る
で
し
ょ

う
。

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
が
、
あ
な
た
の

そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
へ
よ
う
こ
そ
。

●
お
問
い
合
わ
せ

県
情
報
産
業
振
興
課

TEL
（
０
９
８
）
８
６
６
―
２
５
０
３

FAX
（
０
９
８
）
８
６
６
―
２
４
５
５

エレメント
コンテンツ

●世界遺産（15分）

●沖縄の自然（15分）

●海底遺跡（15分）

その他

大規模展示用
コンテンツ（動画）

首里城、グスク及び関
連遺産群、琉球王国

沖縄島、宮古諸島、
八重山諸島、本島周
辺離島

焼物、琉球ガラス、
染織物、シーサー、
漆器、沖縄美術

琉球古典音楽、組踊、
エイサー、琉球舞踊、
現代沖縄音楽、芝居

祭り
空手・古武術

海底遺跡
町並み
食文化、泡盛

自然

美術
工芸

芸能

民俗

その他

歴史

対象部門分野

県では、自然や歴史、芸能、工芸など多彩な沖
縄の情報をデジタル化して、ホームページや観光
施設の大画面で皆様に楽しんでいただけるように
しました。
この中には、県外・海外からの観光客だけでな
く、県民のみなさんも楽しむことのできる情報が
満載されています。先人たちが培ってきたすばら
しい文化や伝統、豊かな自然をぜひご覧下さい。
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